
LHD-NLK2_V07

HDユニット・ユーザーズマニュアル
LHD-NLxxK， LHD-NLxxHK

　この度は弊社製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございました。本書は弊

社製品に関する接続方法、機能／仕様等についてのご説明を致しますので、ご使用前に必ず

ご一読いただきますようお願い致します。弊社製品によって、お客様のパソコン環境がより

便利なものとなりますよう心からお祈り致します。

１．製品のご紹介

 　本製品はノートパソコン対応の 2.5型のハードディスクドライブです。

□対応パソコン

　本製品は原則的に以下の条件を満たすパソコンに内蔵して使用することができ

ます。

・各社 DOS/Vノートパソコン

・日本電気株式会社 PC98-NXシリーズ（ノートタイプのもの）

・アップルコンピュータ株式会社

Macintosh PowerBook G4シリーズ

Macintosh PowerBook G3シリーズ（Bronze Keyboard以降）

※いずれのパソコンも9.5mm厚の2.5型ハードディスクを内蔵可能であり、ATA

（E-IDE）インターフェースを内蔵し、ノートパソコンにもともと内蔵されて

いたハードディスクがATAインターフェース経由で接続されていること。

※動作確認済みのパソコンの最新情報および接続情報については、ロジテック接

続情報または、ホームページ（http://www.logitec.co.jp）をご参照ください。

ご注意

対応パソコンについては、随時、確認作業を行っておりますが、パソコンによって

はハードディスクの接続や認識ができない場合がありますので、弊社ホームページ

で関係情報をご参照いただくか、弊社テクニカルサポートまでお問い合わせくださ

い。

66156101
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２．ハードディスク交換作業について

■交換作業について

　本製品をノートパソコンに取り付ける方法は、使用するノートパソコンにより異なり

ます。ノートパソコンの取扱説明書等を参考にして行ってください。

※添付の「LogitecWare」CD-ROM内の以下のファイルでは、DOS/Vパソコンと

PC98-NXシリーズのいくつかの機種についての交換手順をご紹介していますの

で、そちらもあわせてご参照ください。

¥Docs¥note_pc¥index.htm

□対応OS

　本製品は以下のOSで使用することができます。全て日本語バージョンに限り

ます。また、パソコン本体が対応していないOSでは使用することができません。

・Windows XP Home Edition/Professional ・Windows Me

・Windows 98（Second Edition含む） ・Windows 2000 Professional

・Windows NT 4.0

・Mac OS 9.2.1以降 ・Mac OS X 10.1.3 以降

※１パーティションの容量はOSの仕様に準じます。

■交換作業の前に

　使用するOSによっては、内蔵ハードディスクを交換後、OSの再インストール時

に起動ディスクが必要なものもあります。事前にご使用のノートパソコンの取扱説

明書等をご確認ください。

　ハードディスクを交換すると、それまで使用していたデータは使用できなくなり

ます。必要なデータは必ず事前にMO等の外部機器にバックアップをとっておき、交

換作業が終了しOSの再インストールが完了後に、本製品に移動させてご使用くださ

い。

　また、交換作業後に、それまで使用していた環境を再現するにはOSのインストー

ルだけでなく、ソフトウェアや、周辺機器・プリンタ等のドライバの再インストー

ルを行わなくてはいけません。必ず事前にそれまで使用していた環境を確認してお

いてください。

　再インストールするソフトウェアや接続していた外部機器のリストを作成してお

くことをお勧めします。

　また、ネットワークに接続していた場合やネットワーク経由でプリンタを設定し

ていた場合、ソフトフェアに特殊な設定を行っていた場合などは、その設定もリス

トにしておくことをお勧めします。
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重要なご注意

・ハードディスクの交換作業では、パソコン本体を分解します。これを行うとパソ

コン本体メーカーからの保証は受けられなくなりますので、あらかじめご承知お

きください。また、弊社では本製品が接続されている場合でも、パソコン本体に

対する保証は致しかねます。

この作業を行った結果、ハードウェアの故障やデータの消失が発生したとしても

弊社では一切保証致しかねますので、あらかじめご承知おきください。

・ノートパソコンの仕様によっては、本製品のデータ領域容量を全て使用できない

場合があります。あらかじめ、OSやノートパソコンの仕様をご確認ください。

・Windows 98（SecondEdition含む）をご使用の環境では、容量が64GBを超えるハー

ドディスクを使用する場合、FDISKのアップデートが必要になります。マイクロソ

フト社の以下の技術情報をご参照の上、FDISKのアップデートを行ってください。

URL：http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;263044

（Fdisk は 64 GB を超えるハード ディスクのフル サイズを認識しない）

・ケーブル付のコネクタにてハードディスクを接続されている場合に、取り外しを

行うときはケーブルを引っ張らないようにしてください。

・たとえ本書および本製品付属品の記載内容に、不備や不適切な表現があり、お客様

の誤解を招いた場合でも、前項の内容について弊社では一切の保証を致しかねます。

・作業を開始する前に必ずCD-ROMの内容に一通り目を通してください。ハードディ

スク交換が困難な場合は、有償にて弊社が代行して作業を承ります。添付のハード

ディスク交換作業申込書に必要事項をご記入の上、FAXにてお申し込みください。

・パソコン本体内部には感電の危険性がある部分があります。作業の際には、必ず

ACアダプタ等をパソコン本体から外し、内蔵のバッテリーも外してください。

・パソコン本体や本製品には静電気に弱い部品が使用されています。静電気が発生

しやすいカーペットの上などで作業を行わないでください。また、作業の前に金

属製の家具などに触れて体内の静電気を逃してから作業を開始してください。

ポイント

交換作業の手順は、インターネット上の弊社ホームページにもいくつか掲載されて

います。以下のサイトをチェックしてみてください。

アドレス：http://www.logitec.co.jp/connect/connect.html
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LHD - NL40HK LHD - NL80HK LHD - NL100HK LHD - NL40K LHD - NL60K LHD- NL80K LHD- NL100K

40.0GB 80.0GB 100.0GB 40.0GB 60.0GB 80.0GB 100.0GB

78,140,160 156,242,048 195,371,568 78,140,160 117,210,240 156,301,488 195,371,568

温度

相対湿度

4200 rpm

Ultra ATA/ 100 （E- IDE）

質量

入力電圧

消費電力　（定格 ）

外形寸法　 幅 × 高さ × 奥行き

環境条件

動作時

保管時

5400 rpm

総セクタ数

ディスク回転数

インターフェース

16,383

16

63

機種名

パラメータ

シリンダ数 （Cyln ）

ヘッド数 （Head ）

トラックあたりの
セクタ数　（Sect ）

記憶容量

70 × 9.5 × 100 mm

100 g

パソコン本体に準じる

－ 10 ℃ ～ 50 ℃

10 ％ ～ 80 ％

DC + 5V ± 5 ％

2.3 Ｗ

２００４年　１０月改訂 LHD-NLK2 V07

製造元：ロジテック株式会社

Logitec 　ハードディスクユニット・ユーザーズマニュアル

LHD-NLK2_V07

※製品に関するお問い合わせ先

〒 396-0192 長野県伊那市美すず六道原８２６８

ロジテック株式会社　テクニカルサポート

　 

※間違い電話が多くなっております。お問い合わせの際は番号をよく確認して、上記の番号へおかけください。

４．ハードウェア仕様

*1　1GB＝1,000,000,000バイトとして計算しています。使用OSやフォーマットの状態によって、表示さ
れる値が異なる場合があります。

*2 　ただし結露なきこと。

Windows®は米国Microsoft Corporationの商標です。Macintosh®、Mac OSは米国 Applecomputer社の商標です。その他
本書に記載されている製品名は各社の商標または登録商標です。

*1

*2

３．取り付け後の作業

　本製品の接続が終了したら、OSの再インストールを行ってください。再インストール方法は

パソコンより異なりますのでご使用のパソコン本体またはOSの取扱説明書をご参照ください。

※データ領域容量が全て使用できる場合でも、OSを再インストール後に、未フォーマット部分が残る場
合があります。その場合は、未フォーマット部分をフォーマットして、別パーティションとして使用す
る必要があります。未フォーマット部分のフォーマット方法についてはご使用のOSのヘルプファイル
をご参照ください。
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